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⑤将来目標の設定2017年度 京都精華町観光振興・産業振興プラン

■コンセプトに基づいて、2017年度実施した内容
精華町の住んでいる人・精華町で学ぶ人・精華町で働く人・精華町役場が一体となってクリエイター等と共に、
精華町の魅力を伝えるような地域とのつながりを感じるソフトコンテンツを生み出す「共創」を意識した施策を実施

企画調整課産業振興課

精華町役場

グッズ等商品企画・制作 / イベント企画・運営

精華町を舞台にしたコンテンツの事例

ショートショート「けいはんな日記」ならびに登場キャラクター制作
田丸雅智さん（ショートショート作家）大江咲さん（京都在住精華大学卒）

地域住民

連携

グッズ化支援
イベント化支援

グッズ化相談
イベント化相談

ファミリー向け
コンテンツ
創作

「チームラボと考える未来の学研都市」
「お絵描きワークショップ」

「柳田理科雄先生の空想科学実験室」

イベント参加
アイディア共創

京都精華大学

「チームラボと考える
未来の学研都市」参加

親子
「お絵描きワークショッ

プ」
の運営参加

連携

イベント
参加

「精華町バレンタイン
スイーツラリー」

チームラボ株式会社

連携
イベント協力

精華町スイーツタウン協会、いちご農園、各施設

版権合意版権調整
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農業や地域産品および学研都市ブランドを活かしたシティプロモーションによる産業振興・観光振興業務

・京都住民・大学生との共創ワークショップで「チームラボと考える未来の学研都市」コンテンツ作りの体験
・未来の学研都市をベースにイベントに来た親子で参加する「お絵描きワークショップ」の体験
・けいはんなぁちゃんの物語と（田丸雅智先生）イラスト作り（大江咲）
・ショートショート小冊子200部・エコバック・ピンバッチ作成
・けいはんなぁちゃんと精華町スイーツ店のスタンプラリー実施
・科学のまちのこどもの柳田理科雄先生の理科実験イベント開催（300人集客）
・科学のまちのこどもの親子お絵かきワークショップ開催
・施策プロモーションページとFacebookイベントページやセイカちゃんSNS連携
・住民や働くひと・施策ごとのアンケート実施

実施後の評価
【サブカル・コンテンツ】
・精華町は広報キャラクターとして「京町セイカ」というデジタルコンテンツ戦略にも取り組んでいて、いわゆる「お役所仕事」
では実現しにくい施策を実施する柔軟さを有しているが、学研都市と精華町役場のブランド連携できていない
→けいはんなちゃんコンテンツ投入も時間がかかる。

・ベットタウンとして人口は増加傾向にあるが、全国と比べて優れた景観や遊興施設を有している訳ではない
今後、観光地としての大きな発展を目指すのは得策ではないと思われる。
→住宅環境と並行して教育環境向上のコンテンツ投入の検討

【農業振興】いちご狩りで摘んできたいちごを、オシャレな箱に詰めて宿泊先や町内の施設（図書館）などで食べられるようにす
る
・Facebookやインスタグラム等のSNSにおけるシェア増加が期待できる。
・お茶の京都DMO戦略やいちご栽培など地元農家との連携などを強化し受け入れ体制を構築していく

今後の方向性
振興資源・コンテンツの関連付けを再構成し、ストーリーを創造し地域の「過去のストーリー化」「現在のストーリー化」
「地域の未来のストーリー化」3つの切り口でコンテン振興の物語創作をすすめる。

2017年度実施施策
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企画調整課産業振興課

精華町共創ブランディング

コンテンツプロモーション

精華町を舞台にしたコンテンツの創作の継続
今年度制作した「けいはんな日記」の登場キャラクター活用

連携

版権合意版権調整

商品化支援 商品化相談

KICK 連携

いちごタウン構想 農業移住体験データ分析

チームラボ株式会社

連携

農業・コンテンツ共創

精華大学など
学校機関

クリエーター育成
Kickの認知
研究機関連携

連
携

地域住民との農業ワークショップ

華工房など特産品の生産者・販売者

小学生（先生）プログラミング教室

連
携

2020年小学校の
プログラミング教育の必修化

地域の産業
イノベーション共創

デジタルコンテンツ創作

デジタルコンテンツ

■将来コンセプトに基づいた、2018年度の事業プラン再構築
精華町にヒアリングしながら、再構築した2018年度の施策案は下記の通りである。
教育の町としてのブランド構築とデジタルコンテンツ振興と主力農産物の「いちごタウン構想」の継続施策

教育コンテンツ振興

使用許可

地域住民

2018年度 京都精華町観光振興・産業振興プラン

科学のまちの子フェス・ロボットコンテスト

企業連携ポスター掲載

中学生体験農業プラン
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企画調整課と産業振興課の将来コンセプトに基づいた施策
教育の町としてのブランド構築とデジタルコンテンツ振興と主力農産物の「いちごタウン構想」の継続施策

サブカルチャー振興／けいはんな日記の登場キャラクター活用のコンテンツ振興
・4/14 KICKオープニングイベントとして親子で「お絵かきワークショップ」開催（町長の訪問あり）

産業／観光創出
・10/28「チームラボと考える未来の学研都市」学研都市の研究者と親子WS開催
ショートショートコンテンツポスター化（学研都市企業や地域に掲載）
教育の町としてのブランド構築取り組みの加速化に向けた新事業プランの提案

産業振興／観光ビジョン：いちごタウン構想から農業コンテンツの将来像の見える化
・地元生産者と地元スイーツ店と京都精華大学生と地域住民の意見交換と農業ワークショップ
・農業北杜市移住の事例の紹介と精華町の現状データ紹介と「いちごのワークショップ」開催

教育の町としてのブランド構築／コンテンツプロモーション
・東光小学校で東大教授の教育プログラミング思考セミナー（対象：小学校の先生）
・小学校の先生教育プログラミング体験（@東光小学校）と小学生のプログラミング体験教室の実施（＠Kick）
・科学のまちの子フェステバルでのロボットづくりワークショップとロボットコンテスト開催

メディア調査／WEBやSNSプロモーション
・精華町日記：Sikecho.loveのコンテンツ更新
・セイカちゃんSNS連携やFacebookのコンテンツ更新とSNSメディア調査
・各施策・イベントのアンケート実施
・各施策の報告書作成

2018年度実施施策

4



confidential 5

企画調整課

精華町共創ブランディング

ノベルティ化促進

精華町を舞台にしたコンテンツの創作の継続「けいはんな日記」の
登場キャラクター権利フリー化ガイドラインとノベルティ化促進施策

連携

版権合意

商品化支援 商品化相談

自走サポ
ート

パネルディスカッション

チームラボ株式会社

連携

農業・コンテンツ共創

地域住民主体のWS

クリエーター育成
Kickの認知イベント
研究者主体のWS

地域住民を巻き込んだ農業ワークショップ

いちごタウン構想

地域の教育
イノベーション共創

デジタルコンテンツ創作

デジタルコンテンツ

■将来コンセプトに基づいた、2019年度の事業プラン再構築
5月に精華町と議論した仕様を決めた2019年度の施策案は下記の通りである。

サブカルフェス：ノベルティ見本市

使用許可

地域住民

2019年度 京都精華町観光振興・産業振興プラン

科学のまちの子フェス
仮）ロボットコンテスト・ノベルティ見本市

SNS集客と開催サポート

ビジネスモデル構想

利用申請

産業振興課

キャラクターノベルティ見本制作
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ア．地域密着イベントプロモーション

精華町内で自走可能な地域で働くひと主体のワークショップ実施のサポート 900,000

1.サンドイッチフェス・お絵かきワークショップ（研究者イベントサポート） 10✕5万

2.自走可能な地域で働くひと主体の農業ワークショップ実施のサポート 40万

イ．キャラクター権利フリー化・町内プロモーション活用

民間クリエイターの作品を積極的に使用できる環境とサブカルチャー支援環境の構築 600,000

・大江咲 コンテンツのオープン化（京町セイカにならう）クラウドファンド：教育グッズ制作

こどもフェスでキャラクターグッズの見本市開催（オープン化の利用事例グッズを制作して周知を図る）

産業・観光創出：京町セイカやけいはんな日記等を活用したショートショートコンテンツ作成 600,000

1.支援するクリエーターをクラウドファンドにチャレンジ！（個人か団体か検討する）

・グッズの引き受け手で地元の団体（けいはんなプラザなど）精華町のほうが詳しいかと思います

・団体ではなくクリエーター個人が発信して、町としてサポートする（ファンドする）のも自然で良い

・精華町内広報誌掲載の4コマ漫画を想定したお絵かきワークショップの開催 400,000

ウ．教育のまちとしてのブランドづくり

・科学のまちの子どもたちイベントにおけるロボットコンテストの開催（ATR＋精華町共催)（エ．に含む）

エ．上記施策の調査・プロモーション・企画・開催告知・報告書作成・SNS連携・運用 1,500,000

オ．上記施策の開催告知・報告書作成・SNS連携・運用 1,000,000

合計 5,000,000

2019年度 5月の会議で協議した仕様に基づいた 8/22会議での具体的な施策と見積
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ア．地域密着イベントプロモーション
①サンドイッチフェス・お絵かきワークショップ（研究者イベントサポート） 4～5本：

10月5日＠Kick サンドイッチワークショップ
2月11日 科学のまちの子フェスでお絵かき教室＠けいはんなプラザ5階ボルガ押さえてある（大江咲ゲスト打診）
キャラクターシールかボールペン（著作権フリーシール）人気投票したら景品差し上げ

②自走可能な地域で働くひと主体の農業ワークショップ（パネルディスカッション）
精華町タスク；12/1（日曜日）農業WS 開催 場所：役場 集客：広報紙とFacebook告知
10/4 岩崎・海野 パネラーとファシリテータの決定

イ．民間クリエイターの作品を積極的に利用できる環境とサブカルチャー支援の環境構築
③キャラクター権利フリー化ガイドライン作成「町内プロモーション活用」「町への申請方法など」
けいはんなぁちゃんのコンテンツを地域が使えるガイドライン作成（精華町のWEBに掲載できるコンテンツ用意）

④科学のまちの子フェスで キャラクター文具博 サブカルで作ったノベルティサンプルで子どもたちに投票してもらう
2月11（火）祭日：科学のまちの子フェスでキャラクターノベルティ展示
ノベルティサンプル作成し展示：子どもたちに人気投票（景品：キャラクターボールペンかシール）

ウ．観光・産業振興の可能性を探り事例作り：けいはんなぁちゃんを活用した事例作り
⑤精華町内広報誌掲載の4コマ漫画は他のキャラクターと混在するのでやらない
大江咲をサポートするクラウドファンド：精華町の責任下で行うのは難しいのでやらない

⑤11/17（日）サブカルフェスでキャラクターノベルティ展示
けいはんなあちゃんグッズ見本作成・パネル展示し地域の企業にPR（広報紙で告知）
ノベルティサンプルに投票とアンケートでボールペンかシール景品
コンテンツを地域の企業がノベルティで安心して、わかりやすく使えるようにする

ウ．教育のまちとしてのブランドづくり：科学のまちの子どもたちイベントにおけるRCと精華町共催協議
⑥科学体験フェスティバル（2/11)におけるRCロボットコンテスト共催（予算RC側で町は場所の提供)
仮）ロボットコンテスト活動の周知を図る：ロボットコース設計コンテスト・パネル展示・動画やチラシ

10月4（金）10：30＠精華町会議アジェンダ（青字は協議で合意した施策）
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▲3月末：実施施策の最終報告書作成（京都銀行）

実施施策をけいはんな日記とFacebookページ更新・SNSインサイト情報更新

▲研究者イベントサポート

・ 2月：みんなで作って飛ばそう「繋がる凧ワークショップ」午前の部：遠藤（ATR）

・ 2月：みんなで作って飛ばそう「繋がる凧ワークショップ」午後の部：野田（島津製作所）

▲科学のまちこどもフェス

・ 2月：ノベルティ人気投票（アンケート）＋大江咲の似顔絵屋さん

・ 2月： RCプログラミング共催

▲12月末：下記実施施策の中間報告書（京都銀行）

実施施策と、けいはんな日記とFacebookページ更新・SNSインサイト情報更新

▲自走可能な地域で働くひと主体の農業ワークショップ

・12月：イチゴパネルディスカッションとワークショップ

▲サブカルフェス キャラクラーグッズプロモーション

・11月：京町セイカやけいちゃん・はんちゃん・なぁちゃんシール2,000枚作成

・11月：ノベルティ人気投票（アンケート）

・11月：大江咲の似顔絵屋さん

▲学研都市研究者の自主イベントサポート（SNSにて告知）

・11月：サンドイッチフェス

・12月：Tシャツお絵かきWS

各施策のチラシ作成・小学校に配布

▲10月：キャラクター権利フリー化資料（ガイドライン）

ノベルティ用の新コンテンツ作成

2019年度精華町シティプロモーション実施施策の最終報告（2020年3月末）
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サンドイッチフェス Tシャツお絵かき

パネルディスカッ
ションと農業WS

コンテンツオープン化

WEB用ドキュメント

サブカルフェス

ノベルティ人気投票

大江咲の似顔絵屋

科学のまちの子どもたち
RCプログラミング共催

科学のまちの子どもたち

凧ワークショップ午前

凧ワークショップ午後

科学のまちの子どもたち

ノベルティ人気投票

大江咲の似顔絵屋

ア．地域密着イベントプロモーション

イ．キャラクター権利フリー化 イ．産業・観光創出

ウ．教育のまちとしてのブランドづくり

エ．上記施策の調査・プロモーション・企画・開催告知・報告書作成・SNS連携・運用

オ．上記施策の開催告知・報告書作成・SNS連携・運用

5月 8月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

リリース告知

サンドイッチフェス

テスト開催

2019年度実施施策スケジュール
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業務責任者
椎谷ハレオ

チームラボ株式会社

教育コンテンツ担当
椎谷ハレオ

情報収集WEB担当
白鳥啓

農業・産業振興担当
海野雄史

ノベルティ関連
WEBメディア
Sikecho.love

農業ワークショップ
イベント開催

自走ワークショップサポート農業振興施策
SNSメディア

Facebook SNS調査

2019年度精華町施策履行体制図
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WEBコンテンツ作成（精華町けいはんな日記プロモーションサイト）・SNS連携

未来のまちづくり

キャラ紹介

精華町公式ページリンク
・町長のページ・まちの概要・アクセス・くるりんバス・きょうと はーとふるナビ
・観光・史跡・農産物直売所・姉妹都市・広報誌「華創」・地図情報(GIS)

3家族のショートショート10話：小冊子・エコバック
学研都市の未来お絵かき教室
学研都市の未来ショートショート6話：ポスター

けいはんなで暮らす家族紹介

”けいはんな日記”
“ポスター掲載“

けいはんな学研都市とは
精華町けいはんな日記

キャラクターノベルティ
展示・投票

イベント

www.seikacho.love

キャラクターノベルティ展示
地域自走型イベントプロモ
ーションサポート告知

”未来学研都市”

権利オープン化のお知らせ掲載・ノベルティ促進・告知

※「未来のまちづくり」「イベント」に関しては今年度実施分のみ掲載

いちご・農業ワークショップ
けいはんなぁちゃん

コンテンツガイドライン
RCロボットコンテスト
科学のまちの子どもたち

科学のまちの子どもたちサブカルフェスタ KICK
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2019年 ユーザー数

4月 32

5月 29

6月 23

7月 46

8月 35

9月 42

10月 27

11月 62

12月 20

1月 34

2月 31

合計 381

2019年度ユーザー数の推移

2019年 精華町けいはんな日記 https://www.seikacho.love/
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2019年 精華町けいはんな日記 https://www.seikacho.love/

本年度は主に各種施策の実施結果の掲載のために活用

イベント開催報告欄 まちづくり活動開催報告欄
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2019年チームラボと考える未来の学研都市Facebookページ :https://www.facebook.com/keihannafuture/

リーチ：ページのコンテンツ、またはページに関するコンテンツが画面に表示された人の数。 (ユニークユーザー数)

インプレッション：ページのコンテンツ、またはページに関するコンテンツが利用者の画面に表示された回数。 (合計数)

2019年 リーチ インプレッション

4月 1309 1699

5月 1975 2373

6月 16 53

7月 14 56

8月 10 53

9月 2457 3514

10月 399 847

11月 4585 5830

12月 927 1636

1月 70 262

2月 37 103

合計 11799 16426
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継続して各種施策の広告・実施結果の掲載のために活用

2019年チームラボと考える未来の学研都市Facebookページ :https://www.facebook.com/keihannafuture/



confidential 16

継続して各種施策の広告・実施結果の掲載のために活用

2019年チームラボと考える未来の学研都市Facebookページ :https://www.facebook.com/keihannafuture/
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2020/2/11みんなで作って飛ばそう

繋がる凧ワークショップ実施報告書
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本イベントは、運営側から用意された画材を使って、自分のオリジナルの空の絵を考えて、凧に描きます。書いた凧を繋げて(連凧)「み
んなで一つの大きな星座を作って揚げる」ワークショップです。

自分の星座とお友達の星座を繋いで、一つの大きな星座を作ることで、自分では思いつかなかった描き方・線の使い方・色の選び方など
を通し、他の人のアイデアを尊重すること、他の人の話を聞くこと、そして自分自身のアイデアをカタチにすることを学びます。
保護者の方は､チームでコミュニケーションをとり、みんなで協力する様子から、お子さんとのコミュニケーションを学びます。

▼定員：親子20組

▼会場：けいはんなプラザ（問い合わせ：TEL:0774-95-1900：精華町 ）
〒619-0237 京都府相楽郡精華町光台一丁目7番地

▼午前の部の流れ
10:00 受付開始
10:15 挨拶、ワークショップの概要説明、チーム分け
10:30 下書き
11:45 発表説明各1分
11:00 凧にお絵描きスタート
11:30 どの星を繋げて、大きい星座にするか話し合い
11:45 発表
12:00 写真撮影、外で凧揚げ
12:15 みんなで片付け、解散

▼ 午後の部の流れ
13:30 受付開始
13:45 挨拶、チーム分け
14:15 星座お絵かき
14:30 星が何に見えた？ お友達に発表
14:45 星座の物語をチームで語り合う・お絵描き(続き)
15:10 発表・写真撮影（体と凧で一枚の絵物語を表現）
15:45 みんなで片付け、解散

｢つながる凧ワークショップ｣ Facebookページ内告知内容
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男の子 女の子

10名 12名

10歳 9歳 8歳 7歳 6歳

2名 6名 8名 5名 1名

タイトル：つながる凧ワークショップ
開催日 ： 2020年2月11日（火曜日）
開催時間：午前の部10:30-12:15

午後の部13:30-15:45
開催場所： けいはんなプラザ
参加料 ： 無料
参加対象： けいはんな地区在勤・在住の周辺の親子(小学低
学年)
参加定員： 午前の部10組･午後の部15組
応募者数： 32組
参加人数： 22組 (きょうだい含む22名)

当日参加者の内訳

2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣イベント内容

主催 ：主催者名 チームラボと考える未来の学研都市
共催 ：精華町
開催趣旨 ：本イベントは、運営側から用意された画材を使って、自分のオリジナルの空の絵を考えて、凧に描

きます。書いた凧を繋げて(連凧)「みんなで一つの大きな星座を作って揚げる」ワークショップです。
自分の星座とお友達の星座を繋いで、一つの大きな星座を作ることで、自分では思いつかなかった描
き方・線の使い方・色の選び方などを通し、他の人のアイデアを尊重すること、他の人の話を聞くこ
と、そして自分自身のアイデアをカタチにすることを学びます。保護者の方は､チームでコミュニケー
ションをとり、みんなで協力する様子から、お子さんとのコミュニケーションを学びます。
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10:15
-10:30 はじめに • 挨拶､ ワークショップの概要説明､ チーム分け

下書き作成 • 自分が星座にしたいものをA4用紙に描き、星座の名前と説明を記入する
10:30
-10:45

2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣当日のタイムテーブル -1

10:45
-11:00 発表と説明

• 説明各1分・下書きを見せながら、みんななぜその星座を作ったのかなど自分の星座を説
明する

お絵かき開始 • アクリル絵の具で星座を凧に描き、凧を完成させる

話し合い • どの星をつなげて、みんなで大きな星を作るかを話し合う

11:00
-11:30

11:30
-11:45

発表 • 自分の凧をみんなに見せて、どんな星座にしたか、こだわった点を発表する
12:00
-12:15

後片付け • みんなで片付けて・記念写真・解散
12:15
-12:30

午前の部のタイムテーブルは以下の通りです。
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13:45
-14:15 はじめに • 挨拶､ ワークショップの概要説明､ チーム分け

星座お絵かき • 星型のシールやスタンプで星空を作り、星を繋げると、どんな形になるか想像する
14:15
-14:30

2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣当日のタイムテーブル -2

14:30
-14:45 発表と説明 • 想像した形をみんなに発表

話し合い･お絵かき
• シールや絵の具などを使いながら、星座を飾って、凧を完成させる
• みんなに自分の星座を説明し、どの星を繋げて、大きな星座にするか話し合う

発表･写真撮影 • みんなに自分の星座を説明し一緒に写真撮影

14:45
-15:10

15:10
-15:45

後片付け • みんなで片付けて・記念写真・解散
15:45
-16:00

午後の部のタイムテーブルは以下の通りです。
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣当日の様子 -1

写真 写真

写真 写真

下書きした
星座をみん
なに説明す
る

みんなの発表
を聞く時間

22
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣当日の様子 -2

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

写真 写真

写真 写真

みんなの星
座が空に並
んでいるよ
うに見える

アクリル絵
の具で星座
を描く

筆やスポンジ
を使って、
好きなように
描く

午前の部
集合写真
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣当日の様子 -3

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

写真 写真

写真 写真

星型にくり
抜いたステ
ンシルでス
タンプして
いく

星の数や色は
自由に作る

星を繋げる
とどんな形
に見えるか
創造する

星や花の
シールで、
星空を作る
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣当日の様子 -4

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

写真 写真

写真 写真

グループで星
をつなげて、
大きな星座を
つなぐ

絵の具など
を乾かす

凧の足を
繋げて完成

絵の具やシ
ールを貼っ
て、さらに
飾り付ける
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣参加者記念写真

午前の部 午後の部
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣実施後アンケート -1

イベント終了後に参加者アンケートを実施｡
保護者の方にQRコードからWebでの回答をしていただきました｡
回答者数:14名
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣実施後アンケート -2

28



confidential

2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣実施後アンケート -3

今回のイベントに関して、なにか感想があったらご自由にお書きください。（お子さんの意見・感想）12 件の回答

･ おもしろかった

･ 楽しかったです。

･ シールがかわいいから、凧がかわいくなった

･ 楽しかった。早く凧揚げしたい。

･ めっちゃ楽しい。また来たいです。

･ 星から、イメージを膨らませるのが時間がかかったけれど、アイディアが沸いてきて、とても楽しかったです。普段は自分の作品だけで、完結して

しまうけれど、今回は、さらに、お友だちと繋げて、さらにイメージが広がることがさらに楽しかったです。

･ 作るのがすごい楽しかったです。

･ みんなで飛ばせたら良かったな！

･ 絵具を混ぜる作業が楽しかった

29
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2020年2月11日 ｢つながる凧ワークショップ｣実施後アンケート -4

最後に、保護者の方でご感想やご要望がございましたらご記入ください。12 件の回答

･ 楽しんで取り組みしていました。ありがとうございました。

･ もう少しテンポが早いと良いと思いました。ありがとうございました。

･ のびのびと自由な星座を描いていて、楽しく参加できました。ありがとうございました。

･ 作るだけなく、話し合いもしつつ楽しみながら作成ができていて、いい経験になったようです。参加させて良かったです。また、次

の機会が有れば、ぜひ参加させてもらいたいです。ありがとうございます。予約できることも、混乱なく参加できとても良かったで

す。チームラボさんの企画とのことで、とても楽しみにしておりした。準備から当日もありがとうございます。

･ 子供がもっとモジモジして喋れないかと思ってましたが、しっかり自分の意見を言えてて驚きました。チームラボの名前でイメージ

していたものとは少し違いましたが楽しいイベントでした。ありがとうございました。

･ 子供が持て余す時間が多かったと思う。やりたいこと、やらせたいことがわかるんだけど、もっとこうしたらいいのになぁと思うと

ころは多かった。

･ 最後の写真撮影に掛かる時間を、外に出て凧を飛ばす時間に変えれたら、子供達的にはもっと楽しいかな。
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2020/2/11 けいはんな科学体験フェスティバル

ノベルティグッズ人気投票実施報告書
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開催日 ：2020年2月11日（金）
開催時間：10:00-16:00
開催場所：けいはんなプラザ
参加料 ：無料
参加対象：けいはんな科学体験フェスティ
バル来場者

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票･おおえさき似顔絵コーナー」イベント内容

実施内容 ：

学研都市精華町PRキャラクター｢けい･はん･なぁちゃん｣のオープン利用化に向けた施策として､ 将来的にグッズ
がどのように利用できるようになるか見本としてサンプルグッズを展示｡
各グッズに対して来場者に投票を行っていただき､ 世代･性別別にどのようなものの人気があるのかデータ集計を
行いました｡

また､ 精華町のクリエイター奨励に関する取り組みの一環として同イベント内にてイラストレーターおおえさき
による似顔絵コーナーを設置､ 集客の促進を行いました｡

グッズ人気投票 おおえさき似顔絵コーナー
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33

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票｣パネル展示
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2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票」当日の様子 -1

ブース外観 -1 ブース外観 -2

サンプルグッズ 投票の様子
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2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票」オリジナルグッズ･投票番号 -1

3

2

1 9

7

8

人気投票2位

4

人気投票3位
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2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票」オリジナルグッズ･投票番号 -2

6

5
人気投票１位
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人気投票5位 人気投票4位

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票」オリジナルグッズ･投票番号 -3

AB DC

G E F H人気投票5位
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ブース来場者にサンプルグッズの人気投票へ協力していただきました｡
アンケートは紙で実施し､ 計136名へ回答していただきました｡

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票」投票結果 -1
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グッズ人気投票結果

投票番号 投票数

5 26

8 16

4 12

D 10

F 9

C 9

A 8

7 8

1 7

H 5

G 5

E 5

2 5

6 4

B 3

3 3

I 1

総計 136

1位 2位 3位

4位

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票」投票結果 -2

同率5位
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この取組みについて､ 何かご意見･ご感想がありましたらご自由にお書きください｡ (回答はすべて原文ママ)

･ 取り組みに関する感想･意見

･ くじらがかわいい

･ すっごくかわいい

･ イラストがかわいい！

･ おもしろい形だから

･ おもしろい

･ 楽しそう

･ なぁちゃんかわいい

･ なぁちゃんのすいとうがかわいい

･ とってもかわいい｡ どうぶつとなかよしでかわいい｡

･ 今はホットOKなミニサイズのボトルなどが流行りです｡

･ 小学校･中学校の揃いのバッグとして持たせるのもいいと思い
ます

･ こせいがあふれるようにしたらいいと思う

･ たい熱よう器のカップがなかったのでうれしいです

･ Tシャツの色をもっとバラエティーよく

･ 環境を少しでも考えてほしいから

･ 温かいイラストで好きです｡ 是非､ 精華町アピールしてください

･ 絵がかわいらしくて､ 子どものノートにいいなと思いました｡

･ こんな可愛いデザインのノートで勉強したかった

･ はじめて知りました｡ 可愛いです｡

･ グッズが完成したら､ アピタなどで購入できるとありがたい

･ レーザーの絵を指差していて､ 精華町っぽい

･ ハンカチなどもあったらかわいいとおもいます

･ とてもかわいいキャラクターですね！

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル グッズ人気投票」投票結果 -3
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2020/2/11 けいはんな科学体験フェスティバル

おおえさき似顔絵コーナー実施報告書
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42

2020年2月11日 「おおえさき似顔絵コーナーパネル展示」と景品シール

シール仕様
①１ｼｰﾄはキャラジュター1枚ずつ剥がして使用できる
②背景色は透明（裏側の台紙は白色で少し厚め台紙）
③サイズは148×100（ミラー+PP）5色シート仕上げ

投票景品シール配布（1000枚）
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似顔絵コーナー来場者 -1 似顔絵コーナー来場者 -2

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル おおえさき似顔絵コーナー」当日の様子 -1

似顔絵コーナー来場者 -3 似顔絵コーナー来場者 -4
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2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル おおえさき似顔絵コーナー」当日の様子 -2
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おおえさき似顔絵コーナーにて当日描かれた来場者イラスト

2020年2月11日 「けいはんな科学体験フェスティバル おおえさき似顔絵コーナー」当日の様子 -３
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2020/02/11けいはんな科学体験フェスティバル

ロボットプログラミング体験実施報告書
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開催日 ：2020年2月11日（火・祝日）
開催時間：10時～12時 13時～16時
開催場所：けいはんなプラザ
参加料 ：無料：見学自由
参加対象：けいはんな科学体験フェスティバル 来場者

主催：けいはんなリサーチコンプレックス
運営：チームラボ
協力：精華町

成果：予想来参加目標数200人を大幅に超える350名の方々に
体験をしていただきました｡（配布したコース設計枚数による概算）

2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」イベント内容

開催趣旨 ：
けいはんなリサーチコンプレックス主催の地域企業と協力した子供向けプログラミング体験教室を､ けいはんな
プラザで行われるイベント｢科学体験フェスティバル｣ に来場した方々へ周知するため､ ワークショップ型の体験
イベントで使用されるロボットプログラミングコースを設置｡

来場者は実際に攻略コースを体験し､ 保護者には取り組みの意義や効果を実感していただき､ 子どもたちにはロ
ボットプログラミングに興味を持ってもらう足がかりとする｡

ブース展示内容 ：
攻略デモコース設置・活動内容ポスター掲示（2点）・コース設計用紙の説明用パネル掲示(2点)・コース設計用
紙の配布・攻略した方への景品贈呈・来場者アンケート実施
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」当日の様子 -1（ブース設置の様子）

2月11日にけいはんなプラザで行われた､ けいはんな科学体験フェスティバル内にて攻略コース･ポスター等を含めた設備を展示｡
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」当日の様子 -2（来場者のコース攻略体験）

コース内容に関する説明を行い､ 来場者には実際にコース攻略を体験していただきました｡ 当日は開始と同時に行列が出来て、予想参加数
を大幅に超え､ 約350名もの方々に体験をしていただきました｡(配布資料数による概算)
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」当日の様子 -3（コース攻略シート記入の様子）

コース攻略は初級･上級に分かれ､ それぞれのコースを攻略した方へはメダルを贈呈｡ 両コースを攻略し､ メダルを2枚貰った参加者は
さらにけい･はん･なぁちゃん（精華町学研都市のキャラクター）缶バッジとシールをプレゼントしました｡
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」当日の様子 -3（コース攻略者の景品贈呈の様子）

コース攻略は初級･上級に分かれ､ それぞれのコースを攻略した方へはメダルを贈呈｡ 両コースを攻略し､ メダルを2枚貰った参加者は
さらにけい･はん･なぁちゃん（精華町学研都市のキャラクター）缶バッジとシールをプレゼントしました｡
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」攻略コース内容 -1

初級コースの攻略内容
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」攻略コース内容 -2

上級コースの攻略内容
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」当日のアンケート集計結果 -1

説明を聞いていただいたブース来場者に対し､
アンケートを任意で実施

アンケートは保護者へ用紙を渡し､ 体験後に提出
していただく形式で行いました｡

回答者数は41組
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」当日のアンケート集計結果 -2
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2020年2月11日 「ロボットプログラミング体験ブース」当日のアンケート集計結果 -3

今回のイベントに関して､ なにか感想があったらご自由にお書きください｡ 保護者の方も､ ご意見等ありました
らお書きください

･ 楽しかった｡ ロボットが自走するのを見ているだけで面白いです｡

･ 自分で考えてコースを作ったときに､ 自分でつくると楽しくなったので､
またこんなイベントがあったらいいなと思いました｡

･ ロボットもガチャガチャもたのしかった！

･ おもしろかったです！

･ たのしかったり おもしろかった

･ 兄弟3人が必死になってゴールを目指していました｡ 失敗を何回もして､
ヒントをいただき､ 自分たちの力でゴールさせて頂いたのがとても素晴らし
かったです｡

･ こういうの大好物です｡おうえんしてます｡

･ 赤青パネルの制限数やポイントの数え方など､ 紙に明記してもらえると
わかりやすい

･ たのしかったです

･ たのしかった パズルみたいで楽しんでいました

･ 頭をつかって考えるので､ 今後もやらせたいと思う

･ よく工夫されていて面白かったです

･ 頭を活性化するいい機会だと思いました

･ 親が結構楽しめました

･ 考えることを楽しめる｡ また､考えたことを実行して確かめられるいいプロ
グラムだったと思います｡

･ ロボット迷路は頭を使い､ 子どもは大変おもしろかったと言っています｡
また､ なぜそのような動きになるかの解説もあり､ ただ作るのではなく考え
る材料になり大変いいイベントだと思います｡

･ おもしろかった

･ チームラボの光の遊園地がたのしかったので来てみました｡ 楽しいです｡

･ 行列の整備をする係が必要だと思います

･ イベントをひらいていただき､ ありがとうございます

･ またやってください

･ 自分で設計するのがたのしかった

【回答はすべて原文ママ】22件の回答
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2019/12/08 横の人と繋がろう

Tシャツお絵かきワークショップ実施報告書
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2019年12月08日 ｢Tシャツお絵かきワークショップ｣チラシ作成・配布
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本イベントは、運営側から用意された画材を使ってTシャツに絵を描いてもらい､ 「みんなで絵を
描いたTシャツを並べて1枚の大きな絵にする」ワークショップです。

◆実施日時： 2019年12月08日 （日）10時00分～12時30分（9時45分 受付開始）

◆開催場所：けいはんなオープンイノベーションセンター（ＫＩＣＫ）

◆募集人数：先着順で学研都市で働く親とそのこども15組
参加費（無料）応募多数の場合は先着順になります。
申込時にTシャツ持参か購入かをご選択ください。
購入の場合は実費500円を当日に頂戴いたします。

◆企画運営：とけいはんなで働く研究者（遠藤・高井）
◆協力：精華町・チームラボ

★お申込みは下記URL
https://goo.gl/forms/EcCKQmmol4AeGZfO2

【応募条件・注意事項】
小学1年生～6年生までのお子さまとその保護者の組み合わせでお申込みください

けいはんなエリア周辺に居住する親子が、みんなで一緒に絵を描くことで、自分では思いつかな
かった描き方・線の使い方・色の選び方などを通し、他の人のアイデアを尊重すること、他の人
の話を聞くこと、そして自分自身のアイデアをカタチにすることを学びます。

｢Tシャツお絵かきワークショップ｣ Facebookにて開催予定（告知内容）
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男の子 女の子 3歳 5歳 6歳

3名 8名 1名 1名 1名

8歳 9歳 10歳 11歳

0名 2名 3名 0名

タイトル：Tシャツお絵かきワークショップ
開催日 ： 2019年12月08日（日曜日）
開催時間：10:30-12:30
開催場所： 会場名KICK けいはんなオープンイノベーショ
ンセンター
会場住所〒619-0238 京都府相楽郡精華町精華台７丁目５−
１
参加料 ： 無料
参加対象： けいはんな地区在勤・在住の周辺の親子(小学低
学年)
参加定員： 10組
応募者数： 9組
参加人数： 7組 (きょうだい含む11名)

当日参加者の内訳

2019年12月08日 ｢Tシャツお絵かきワークショップ｣イベント内容

主催 ：主催者名 チームラボと考える未来の学研都市
共催 ：精華町
開催趣旨 ：本イベントは、運営側から用意された画材を使ってTシャツに絵を描いてもらい､ 「みんなで絵を描いたTシャツを

並べて1枚の大きな絵にする」ワークショップです。みんなで一緒に絵を描くことで、自分では思いつかなかった描き
方・線の使い方・色の選び方などを通し、他の人のアイデアを尊重すること、他の人の話を聞くこと、そして自分自身
のアイデアをカタチにすることを学びます。

道具を共有して絵を描くイベントを通して子どもたちは､ 自分が使いたい道具を他の子が使っている状況や､ 自分の思
うようにはいかない衝突や葛藤などの経験を共有･体験します。保護者の方は､お子さんが他の子どもたちと「イメージ
をどう共有して絵にするか」を見て学ぶことができます。
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京都府精華町 けいはんなオープンイノベーションセンター（KICK）にて、チームラボによる、親子でけいはんな
学研都市の未来をお絵かきするワークショップが開催されます。

◆実施日時：日時：2018年4月14日（土）14時00分～16時00分（13時45分 受付開始）

◆開催場所：けいはんなオープンイノベーションセンター（ＫＩＣＫ）

◆募集人数：先着順で学研都市に居住、または働く保護者とその子ども10組20名
定員を満たした時点で募集は締め切りとなります

◆企画運営：チームラボと京都精華大学未来デザイン研究メンバー

「けいはんな学研都市の未来を親子で考えてお絵かきしてもらいます。」
参加者の皆さま全員に参加賞を用意しています。

★お申込みは下記URLから！

https://goo.gl/forms/EcCKQmmol4AeGZfO2

【応募条件・注意事項】
小学1年生～6年生までのお子さまとその保護者の組み合わせでお申込みください

学研都市に住み、または働く保護者に限定で行われます。
お子さま単独での参加は不可とさせていただきます。
乳幼児、未就学児童のご参加は不可とさせていただきます。

2018年4月14日 「けいはんな親子お絵かきワークショップ」Webページによる告知内容
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10:30
-10:45 趣旨説明 • 挨拶・ファシリテーター自己紹介

下書き作成 • 絵のテーマ「地平線の向こう」発表、絵の下書き開始
10:45
-10:55

2019年12月08日 ｢Tシャツお絵かきワークショップ｣当日のタイムテーブル

10:55
-11:10 説明 • 説明各1分

作製 • Tシャツを並べて地平線を描いてからお絵描きスタート

写真撮影 • Tシャツを着て、横一列に並び写真を撮る

11:10
-12:10

12:10
-12:15

感想 • 感想各自1分
12:15
-12:25

後片付け • みんなで片付けて・記念写真・解散
12:25
-12:30

当日のタイムテーブルは以下の通りです。
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2019年12月08日 ｢Tシャツお絵かきワークショップ｣当日の様子 -1

写真 写真

写真 写真

紙にTシャ
ツを描いて
下書きを考
える

地平線の向
こう側と手
前を考える
海なのか草
原なのか
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2019年12月08日 ｢Tシャツお絵かきワークショップ｣当日の様子 -2

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

写真 写真

写真 写真

Tシャツの
内側に深部
を入れて、
裏に移らな
いようにす
る

紙にどんな
絵にするか
下書き

背の順に並
んで、地平
線の場所を
決める

アクリル絵
の具でお絵
かきスター
ト
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2019年12月08日 ｢Tシャツお絵かきワークショップ｣当日の様子 -3

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

写真 写真

写真 写真

横に並んで
集合写真を
撮影

テープを
剥がして、
地平線を作製

地平線の
向こう側と
手前を描く

筆やスポン
ジを使って
、お絵かき
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2019年12月08日 ｢Tシャツお絵かきワークショップ｣参加者記念写真
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2019/12/01「いちごのまちを語ろう！！」

パネルディスカッション開催報告書

集まれ~イチゴ栽培したい人、イチゴスイーツ食べたい人、
イチゴ大好きな人~
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■ 開催日 ：2019年12月1日（日）
■ 開催時間：14:00-16:30
■ 開催場所：精華町役場 図書館集会室

〒619-0243
京都府相楽郡精華町大字南稲八妻北尻７０

■ 参加人数：29名

開催場所：精華町役場 図書館集会室

イベント概要
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■パネルディスカッション「いちごのまちを語ろう！！」

1 開会にあたってのご挨拶 10分

2 ファシリテーター/パネリスト紹介 20分

3
販売戦略、生産量UP、品質向上の
３テーマについてディスカッション

40分

4 質疑応答/まとめ 10分

スイーツ店が多く集まり、年間約3万人もの観光客が来訪する「いちご農
園」がある「いちごのまち」精華町をより活性化させるワークショップを
行いました。

精華町を「いちごのまち」としてアピールするためにどうするべきか。
近隣住民と農園･スイーツ店･研究者･学生の方々が集まり､自由な発想で議
論を実施しました。

＜(第一部）パネルディスカッション＞

イベントの内容

＜(第二部）グループワーク＞

1 チームビルディング、いちごの試食 10分

2
各チームで、「販売戦略」「新規就農者確
保」「品質向上」を深掘りしたアイディア
に関する議論を実施

35分

3
各チームアイディアを発表、人気投票、優
秀チームへの表彰

10分

4 アンケート記入、記念撮影 5分

■ファシリテーター(敬称略)
木原奈穂子（神戸大学大学院農学研究科 特命助教）

■パネリスト（敬称略）
井上 拓（華やぎ観光農園）
清水 弘明（清水農園／野菜ソムリエ）
渡部 美佳（株式会社ミュウ 代表取締役）
仲山 徹（一般社団法人日本スイーツ協会認定スイーツコンシェルジュ）
村田 敦史（株式会社ファームウェア 代表取締役、プランナー・農家）
北川 智博（株式会社MISO SOUP 代表取締役）
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(第1部)パネルディスカッション 登壇者
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1.ファシリテータ紹介

(第1部)パネルディスカッション 登壇者

◇木原奈穂子

神戸大学大学院農学研究科 特命助教

京都大学大学院農学研究科修士課程修了後、民間中小企業に就
職、営業やマーケティング、経営企画を担当。

その後、同大学博士後期課程を修了し、現職に至る。専門は、
農業経営、農業会計。博士（農学）。

農業への支援のあり方や協同組合の意義についての研究に一貫して取り組むとともに、現在は、
丹波篠山市に駐在して、同市と神戸大学との地域連携協定に基づく事業推進や教育に従事。

地域ぐるみによる地域資源管理や地域特産品のリブランディングによる地域活性化について実践
的に研究している。
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(第1部)パネルディスカッション 登壇者

◇井上 拓（華やぎ観光農園）

京田辺市出身。大学卒業後、約2年間不動産仲介会社で勤務し
ていたが、将来自分で何か商売できないかと考えていた時に農
業を検討

2018年1月に華やぎ観光農園へ転職し、いちご栽培や観光いちご園の運営等を学んでいる。

2019年度から夏や秋に収穫できる「夏秋いちご」の栽培にも取組んでおり、町内スイーツ店
と連携したスイーツフェアを行う等、「美味しいいちごを作り、精華町を関西圏で有名ないち
ごの一大産地にする」ビジョンを掲げている。

2.パネリスト紹介
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(第1部)パネルディスカッション 登壇者

2.パネリスト紹介

◇清水 弘明

清水農園／野菜ソムリエ

農業自営経験年数22年。精華町の地域特産である伏見とうがらし
やいちごを経営の柱に直売作物を交えた農業経営を行っている。

また、市場出荷だけでなく、野菜ソムリエプロなど資格を活かした直接販売等による経営安定
をはかっている。そのほか、JA青と部会・JA青壮年部・アグリ精華の役員として、関係機関と
共に生産振興、後継者育成なども行っている。
精華町認定農業者。
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(第1部)パネルディスカッション 登壇者

2.パネリスト紹介

◇渡部 美佳

株式会社ミュウ 代表取締役

苺専門家。服飾の仕事をしていた頃に、友人から紹介されたい
ちごのあまりのおいしさに感動し、2003年に京都のいちごス
イーツ専門店「メゾン・ド・フルージュ」をオープン。

いちごを栽培している農家へ直接足を運んで契約し、畑で完熟になったものだけを直送。いちご
本来の味を活かし、基本的なお菓子作りから和菓子、洋菓子、中国菓子と今では100種類以上の
レシピがあり、四季の変化と共に、その時々に一番適したいちごの食べ方を提案している。
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(第1部)パネルディスカッション 登壇者

2.パネリスト紹介

◇仲山 徹

一般社団法人日本スイーツ協会認定スイーツコンシェルジュ

京都市在住。普段は、株式会社成基総研取締役（経営企画室長）
として勤務。

現在フォロワー数8,000名を越える、京都スイーツの投稿を専門とするインスタグラマーとして
活動している。インスタグラム「tohru_nakayama」で検索。主な保有資格に、一般社団法人
日本スイーツ協会認定スイーツコンシェルジュ、国家資格キャリアコンサルタント、JPPI認定
ポジティブ心理学プラクティショナーがある。
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(第1部)パネルディスカッション 登壇者

2.パネリスト紹介

◇村田 敦史

株式会社ファームウェア代表取締役

プランナー・農家

山梨県北杜市在住で、3反の農地でトマト、桃、大根、花豆を生産

小売業向けバックエンドシステムサービス、企業のWebサイト構築
及びサービス設計、小売店経営を経て、2015年に山梨県に移住。

定常経済や地方の過疎化に向け、アグリと農的ライフスタイルを融合した「農産品＝商品では
ない」視点からローカリズムファーストモデル、ブルーゾン的兼業農ライフを構築すべく活動
中。2020年初めに山梨県韮崎市に古民家を改修したアウトドアーユーザー向けドミトリーを
オープン予定。
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(第1部)パネルディスカッション 登壇者

2.パネリスト紹介

◇北川 智博

株式会社MISO SOUP 代表取締役

瀬戸内うどんカンパニー代表取締役CUO（チーフうどんオフィサー）
6次産業化中央サポートセンタープランナー

15年前に地域をテーマに起業を志し、未上場のITベンチャーで上場を経験。デジタルマーケテ
ィング事業本部統括責任者として10以上の新規事業を立ち上げと企業や自治体300以上のデジ
タルマーケティングに携わる。現在は経営から企画、マーケティングまで幅広いプロデュース
を手掛け地方創生事業を行なっている。
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木原氏のファシリテートにより「販売戦略」「生産量UP(新規就農者確保)」「品質向上」の3点を軸に議論。
■精華町いちごの現状として、華やぎ井上氏、清水農園清水氏による現状報告。
■「販売戦略」については、京都府内で有名スイーツ店を経営している渡部氏から「京都産いちごの有用性」、

MISO SOUP北川氏、山梨移住者の村田氏などから他地域におけるブランディング事例を紹介いただいた。
また、スイーツインスタグラマー仲山氏からは、スイーツにおける“いちご人気”について情報提供いただいた。

■「生産量UP(新規就農者確保)」については、北川氏、村田氏による他地域事例を中心に、井上氏、清水氏による
精華町いちごの可能性について言及いただいた。

■「品質向上」について、渡部氏よりその需要を伝えたのち、清水氏、井上氏による取組み内容について言及した。
また、客席のフロムデータ株式会社より華やぎ観光農園で取り組んでいる施策内容について説明いただいた。

(第1部)パネルディスカッション
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第二部：参加者全員によるグループワーク
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ワークショップインプット資料1 精華町の情報共有
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ワークショップインプット資料2 精華町の強みの共有
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チームビルディングの方法：
6つのテーブルに血液型・年代がバラつくように、バラ
ンスよく振り分けました。
また、1部の登壇者にも各テーブルに参加いただき、

グループ内の議論を先導いただく役目もお願いし
ました。

（WS前半）チームビルディング、アイスブレイク、参加者の興味関心を共有し合う

■各自の興味や関心ごとを議論しチームテーマを決定

■チームビルディング

第一部のパネルディスカッションでも議論した
「販売戦略」「生産力UP(新規就農)」「品質向上」の
３テーマについて、参加者各自が興味や関心を持っている
ことを、自らの視点で書き出した後に、チームメンバーと
ディスカッションして、各チームにおけるメインテーマを
決定してもらいました。

簡単な自己紹介：
各テーブル内で、自分がどのような属性の参加者で、
どのような気持ちでワークショップに参加したかを
簡単に説明し合いました。

いちごの感想を記入：
ポストイットの使い方練習を兼ねて、試食したいちご
の感想を記載して、チーム内で共有しあいました。

■アイスブレイク
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SNS

共同研究

新スイーツ開発

教育連携

インバウンド観光

国内観光

お土産

ブランド戦略

勉強会

食育（親子）

農業体験

生産性の向上

品質の向上

販売戦略

コミュニティ

学生授業

異業種企業参入

ゲストハウス

都会からのツアー
品種改良

生産量UP

新スイーツ開発

移住

スタートアップ

プランター栽培

ドライイチゴ

土地の開放 イチゴ茶

ファン
体験農業

儲かる農業

労働力の向上

（WS前半）興味関心をテキストにしてマトリックス化する（テーマを絞り込む）
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■第1部のパネルディスカッション情報や、グループワークによる議論を受けて
1. 各チームにて､｢いつ（when）｣｢どこで(where)｣｢誰が誰のために(who)｣｢何をする(what)｣のテンプレートに

沿ってアイデアを共創し発表。
3. 発表を踏まえ､全員が各チームのプランにシールを貼付。
4. 短時間であるが多くの票を集めたアイディアを、優秀アイデアとして表彰。

結果として下記6チームにおけるアウトプットが創出されました。

■チーム1: 【販売戦略】 Berry女（じょ）コンテスト
■チーム2: 【生産性向上】援農インターンシップ
■チーム3: 【販売戦略】 あなたは何学部!?いちご大学PJ
■チーム4: 【品質向上】 いちごで実現する!! ヘルスケアのまち精華町
■チーム5: 【生産性向上】農業に携わりたい人に向けた情報発信
■チーム6: 【販売戦略】 ふるさと納税でファンを作る!

（WS後半）チームでアウトプットのプランを共創する

チーム1 チーム2 チーム3 チーム4 チーム5 チーム6
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（WS最終）全員投票

85

各チームが発表した６案に対して、参加者全員で投票。
また、第1部パネルディスカッション登壇者による感想コメントもいただいた。

（投票ルール）
■1人1票を投票する
■各人の判断により、自分のチームに投票してもいいし、他のチームに投票してもOK

優勝！！
チーム６

ふるさと納税でファンを作る!

第1部登壇者による
グループワークのレビュー

グループワーク参加者全員
による投票
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When
（いつ）

Where
（どこで）

Who
（誰が誰のために）

What
（何をする）

各チームのアウトプット1

優勝チーム

役場＋生産者が
苺好きの納税者
のために

1年中OK！

全国

苺そのものではなく
区画を返礼品として
苺栽培体験を提供

ふるさと納税で
ファンを作る！

メインテーマ

販売戦略
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各チームのアウトプット２

いちご好きな
関西の女性

令和2年11月15日
（いいイチゴの日）

華やぎ観光農園

関西で一番いちごが
似合うBerry女を決定

全国のスイーツ店を
めぐり精華町いちご
をアピールする

Berry女
コンテスト

メインテーマ

販売戦略
When
（いつ）

Where
（どこで）

Who
（誰が誰のために）

What
（何をする）
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各チームのアウトプット３

大学生が
精華町のために

いちごの生産
繁忙期

精華町の農家

教育機関の講義内
（単位所得可能）で、
大学生が体験農業を
通じて援農する。

援農インターン
シップ

メインテーマ

生産性向上
When
（いつ）

Where
（どこで）

Who
（誰が誰のために）

What
（何をする）
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各チームのアウトプット４

いちごを通して何
かをしたい人が
自分のために

1年を通して

精華町で

いちごを通して学び
アウトプットチャレ
ンジする！！

あなたは何学部？

いちご大学PJ

メインテーマ

販売戦略
When
（いつ）

Where
（どこで）

Who
（誰が誰のために）

What
（何をする）
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各チームのアウトプット５

コミュニティに参加
したい人が

精華町近隣の、より
元気に美しくなりた
い住人のために

1年中
精華町＋

α
（大学、お茶のまち）

「いちご会議」
の開催

いちごで実現する
ヘルスケアのまち

精華町

メインテーマ

品質向上
When
（いつ）

Where
（どこで）

Who
（誰が誰のために）

What
（何をする）
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各チームのアウトプット６

役所や農家やインス
タグラマーが

就農希望者のために

1年中

ネット、SNS、
ホームページ等

仕事や情報を
オープンにする

農業に携わりたい
人に向けた
情報発信

メインテーマ

生産性向上
When
（いつ）

Where
（どこで）

Who
（誰が誰のために）

What
（何をする）



チームラボ 株式会社

TEAM★LAB Inc.

email: info@team-lab.com
http://www.team-lab.com/
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2019/11/27 サブカルフェスタ

ノベルティグッズ人気投票実施報告書
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開催日 ：2019年11月27日（金）
開催時間：10:00-17:00
開催場所：けいはんなプラザ
参加料 ：無料
参加対象：サブカルフェスタ来場者

実施内容 ：
学研都市精華町PRキャラクター｢けい･はん･なぁちゃん｣のオープン利用化に向けた施策として､ 将来的に
グッズがどのように利用できるようになるか見本としてサンプルグッズを展示｡
各グッズに対して来場者に投票を行っていただき､ 世代･性別別にどのようなものの人気があるのかデータ集
計を行いました｡

また､ 精華町のクリエイター奨励に関する取り組みの一環として同ブース内にてイラストレーターおおえさ
きによる似顔絵コーナーを設置､ 集客の促進を行いました｡

グッズ人気投票 おおえさき似顔絵コーナー

2019年11月27日「サブカルフェスタ グッズ人気投票･おおえさき似顔絵コーナー」イベント内容
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2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票｣パネル展示
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2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」設営図
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2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1

ブース外観 サンプルグッズ -1

サンプルグッズ -2 投票の様子
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投票の様子-1 投票の様子-2

投票の様子-3 投票の様子-4 

2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1
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人気投票2位

人気投票4位

2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1
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人気投票5位 人気投票5位

2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1
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人気投票1位
人気投票3位

2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1
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グッズ人気投票結果

投票番号 投票数

8 22

5 13

2 11

6 10

C 9

D 9

3 7

4 6

7 6

E 6

G 6

1 4

A 4

9 3

B 3

H 3

J 2

F 1

I 1

1位 2位 3位

同率5位4位

2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1
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この取組みについて､ 何かご意見･ご感想がありましたらご自由にお書きください｡ (回答はすべて原文ママ)

･ かわいいです

･ 楽しくていいですね

･ とてもかわいいです

･ インパクト弱い（京町セイカファン）

･ みんな売っているの

･ 精華町が豊かな町になったら嬉しい

･ 販売されたら買います！仕事にもっていきたい

･ キャラクターが可愛いので発売されたら買いたいです

･ 学校でつかえれば広がるとおもいます

･ 知らなかったです。もっと頑張ってください

･ 京町セイカの大ファンです

･ 精華町に住んでます。応援してます

･ 精華町がどんどん発展するように

･ 子供から大人まで好まれるキャラクターだと思います。

･ 可愛いです。萌キャラと違う方向が良いです

･ もえきゃらじゃなくていいです

･ 精華町だとわかる表示があるといい

･ 初めてイベントに参加です。素敵です

･ 京町セイカ以外のキャラの活躍期待しています

･ 子どもたちのデザインが個性的で良い。Tシャツ是非売って
下さい

･ 販売されたら買います！

･ 沢山増えたら覚えられない

･ 赤いリュック欲しい

･ 親しみやすいキャラクターだとおもいます

･ 楽しくて良いと思います

･ 販売されたら買います！

･ 小学校の体操服入れに使いたい（赤or黄）

･ アニメアニメしてないキャラで交換が持てる（NTT）

･ ジェンダフリーな感じで良い。はんちゃんの持ってる丸いもの
が良い

･ かわいいキャラクターです

･ 頑張って下さい

2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1
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ブース来場者にサンプルグッズの人気投票へ協力していただきました｡
アンケートは紙で実施し､ 計126名へ回答していただきました｡

2019年11月27日 「サブカルフェスタ グッズ人気投票」当日の様子 -1
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email: info@team-lab.com
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2019/11/27 サブカルフェスタ

おおえさき似顔絵コーナー 実施報告書
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2019年11月27日 「おおえさき似顔絵コーナーパネル展示」と景品シール（1000枚）

シール仕様
①１ｼｰﾄはキャラジュター1枚ずつ剥がして使用できる
②背景色は透明（裏側の台紙は白色で少し厚め台紙）
③サイズは148×100（ミラー+PP）5色シート仕上げ

投票景品シール配布（1000枚）

105



confidential

似顔絵コーナー外観

似顔絵コーナー来場者 -1 似顔絵コーナー来場者 -2

似顔絵コーナー外観-2

2019年11月27日 「サブカルフェスタ おおえさき似顔絵コーナー」当日の様子 -1
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開催日 ：2019年11月27日（金）
開催時間：10:00-17:00

開催場所：けいはんなプラザ
参加料 ：無料
参加対象：サブカルフェスタ来場者

実施内容 ：
学研都市精華町PRキャラクター｢けい･はん･なぁちゃん｣のオープン利用化に向けた施策として､将来的にグ
ッズがどのように利用できるようになるか見本としてサンプルグッズを展示｡
各グッズに対して来場者に投票を行っていただき､世代･性別別にどのようなものの人気があるのかデータ集
計を行いました｡
また､精華町のクリエイター奨励に関する取り組みの一環として同ブース内にてイラストレーターおおえさ
きによる似顔絵コーナーを設置､集客の促進を行いました｡

グッズ人気投票 おおえさき似顔絵コーナー

2019年11月27日 「サブカルフェスタ おおえさき似顔絵コーナー」当日の様子 -2
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おおえさき似顔絵コーナーにて当日描かれた来場者イラスト

2019年11月27日 「サブカルフェスタ おおえさき似顔絵コーナー」当日の様子 -３
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2019/11/03みんなで作って食べよう

サンドイッチワークショップ実施報告書
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男の子 女の子

0名 3名

8歳 9歳 10歳 11歳

0名 2名 0名 1名

タイトル：サンドイッチワークショップ
開催日 ：2019年11月03日（日曜日）
開催時間：10:30-12:30
開催場所：KICK
〒619-0238 京都府相楽郡精華町精華台７丁目５−１
参加料 ：無料
参加対象：精華町在住の親子(小学5年生)
参加定員：10組
応募者数：7組
参加人数：3組 (兄弟含む3名)

当日参加者の内訳

2019年11月03日 ｢サンドイッチワークショップ｣イベント内容

主催 ：主催者名 チームラボと考える未来の学研都市 共催：精華町
開催趣旨 ：本イベントは、運営側から用意された食材から好きな具材を挟んで、オリジナルサンドイッチをみ

んなで作るワークショップです。どんなサンドイッチにするか、完成や味をイメージしてポスターを
書いたり、食材を選び、作り・売るまでのイメージと、買って・食べる側の答え合わせができます。
けいはんなで働く人と居住する親子が、学校では体験できない「他の子ども達と一緒にモノを作って
みること」の大切さを学びます。

110



confidential

10:30
-10:35 趣旨説明 • 学研都市で働く有志のみなさんから趣旨説明

草案作成 • 各自の作りたいサンドイッチの絵と説明を描く
10:35
-10:45

当日のタイムテーブルは以下の通りです。

2019年11月03日 ｢サンドイッチワークショップ｣当日のタイムテーブル

10:45
-10:55 材料選び • 材料の組み合わせを考え、選ぶ

作製 • サンドイッチ作り開始

投票 • 買いたいものを2つ選んで投票

10:55-
11:10

11:10
-11:25

結果発表 • 結果発表と感想などディスカッション
11:25
-11:30

後片付け • サンドイッチを食べて、片付け、集合写真をとってアンケート記入
11:30
-12:00
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2019年11月03日 ｢サンドイッチワークショップ｣当日の様子 -1

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

写真 写真

写真 写真

誰に、いつ、
どんな味の
サンドイッチ
を、いくらで
売るかを考え
る

具体的にター
ゲットを決め
て、サンドイ
ッチの中身を
決める

ターゲットに
向けて、サン
ドイッチの
チラシを作る

中身を決め
たら、原価を
計算して、
売値を決める
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2019年11月03日 ｢サンドイッチワークショップ｣当日の様子 -2

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

誰に、いつ、
どんな味の
サンドイッチ
をいくらで
売るかをプレ
ゼン

実際にサン
ドイッチを
作って、切
ったらお皿
に並べる

こだわり
ポイントを
説明
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2019年11月03日 ｢サンドイッチワークショップ｣当日の様子 -3

写真の説明を入れます｡ 前ページの当日スケジュールの時系列順に並べる｡

人気投票を
行い、なぜ
そのサンド
イッチを選
んだか説明

人気の理由
、不人気の
理由を考え
て、次に作
るならどう
するかを考
える

実際に食べて
みて、味の
感想を発表

味、見た目
、テーマで
投票する
サンドイッ
チを決める
値段も考慮
する
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けいはんなあちゃん
キャラクター利用ガイドライン

キャラクター権利フリー化ガイドライン「y異様可能コンテンツ」「町への申請方法」など

民間クリエイターの作品を積極的に利用できる環境とサブカルチャー支援の環境構築
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キャラクター利用ガイドライン
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キャラクター利用ガイドライン
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キャラクター利用ガイドライン
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キャラクター利用ガイドライン
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キャラクター利用ガイドライン
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キャラクター利用ガイドライン
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キャラクター利用ガイドライン
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2019年度 コンテンツオープン化に向けた新たなコンテンツの追加（ノベルティ向け）
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キャラクター利用認定申請書
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キャラクター利用認定申請書


